
 
 
  
 
 

教育目標  ◎あたたかな心をもつ  すすんで学ぶ  さいごまでやりぬく  つよいからだをつくる 
笑顔いっぱい練三小へ 

副校長 宮林 伸之 
本校の経営理念の一つに「できた」「分かった」「やってよかった」の感動がある学校を掲げています。そして下記

の内容を教職員と共有し、共通実践できるよう励んでいます。 

 

 

 

 

授業参観をしていると教師が、子供たち一人一人に基礎的な知識、技能を習得させようと様々な工夫をして

いる場面を目にします。 

１年生の算数「なかまづくり」の学習では、１～１０までのカードを教師と児童が一斉に一枚ずつ出し合い大きい数

を出した方が勝ちというゲームをしていました。児童は、教師が出したカードと自分のカードを見比べて、瞬時に勝敗

を理解し喜んだり悔しんだりする姿が見られました。このような学習を通して、数の大小や順序、数の系列を楽しみな

がら基礎的な知識を習得していました。４年生の外国語活動「Let’s play cards. すきな遊びをつたえよう」の学習で

は、映像でエジプト、ブラジル、カナダなどの天気予報を観ていろいろな天気の言い方を知ります。子供たちは、

「sunny」「cloudy」「rainy」そして「It’s raining cats and dogs（どしゃぶりの雨）」など ALT のマーク先生の発音を聞いて、

言い方に慣れ親しんでいました。そして、ALT や友達とディスタンスをとりながらマッチングゲームなどをして楽しく学

習に取り組んでいました。５年生の社会「自然条件と人々のくらし」の学習では、児童一人一人が北海道と沖縄の雨

温図から気候の特徴を捉えました。そして、自分たちが住む東京の雨温図と比較して、自然条件と人々の暮らしに

ついて既習事項や生活経験から自分の考えや予想を発表し合って学習問題を作っていました。３つの授業で共通

していたことは、「先生方が、子供たちをたくさん認め、褒めていたこと」「先生方や子供たちが、笑顔だったこと」で

す。 

コロナ禍の中で様々なことが制約されているため、ストレスを感じている児童が増加しているとの記事を読みました。

本校では、児童の一人一人の笑顔のために１時間の授業を始め、様々な教育活動においてもできることを考え、推

進しています。 

世界保健機構（WHO）が作成した「コロナ禍で親として子供のためにできること６カ条」では、「２ いつも前向きに」

と掲げられ、その具体的な手立てとして「子供たちをたくさん褒めてあげよう」とありました。今後もご家庭と情報を共

有して「共育」活動をさらに推進し、「笑顔いっぱい練三小」をさらに推進していきます。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

笑顔いっぱい練三小 みんなで育てる練三の子 

～６月の行事予定～ 
１日（月）開校記念日      
２日（水）クラブ、交通安全教室（３・４年） 
    ※緊急事態宣言が延長した場合、クラブは中止と

し、５時間授業となります。 
３日（木）安全指導、歯科検診（１・３・６・かしわ） 
     移動教室説明会（６年） 

 ７日（月）交通安全教室（１・２年）、読書旬間（１８日ま

で）、運動会係活動（６年） 
 ９日（水）腎臓病検診 
１０日（木）委員会 
１１日（金）掃除なし時程、運動会前日準備（６年） 
１２日（土）運動会 
１６日（水）４時間授業 

 
１７日（木）中学校区別協議会、４時間授業、体力テス

ト測定予備日 
１８日（金）体力テスト測定予備日 
２１日（月）４時間授業、水泳指導始 
２８日（月）５時間授業、教育相談週間（７月２日まで） 
２９日（火）５時間授業 
３０日（水）委員会 

～7 月の行事予定～ 
７月１日（木）５時間授業、安全指導、歯科指導（３年） 
  ２日（金）５時間授業、移動教室事前検診（６年） 
  ４日（日）移動教室（６日まで、６年） 
 
※５月２１日（月）～２５日（金）の期間、３密を避け

て避難訓練を実施します。 
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「アクティブ・ラーニング」の推進 
 ○ 教員による一方向的な講義形式の授業からの脱却 
○ 発見学習・問題解決学習・体験学習・調査学習等の充実 
○ グループディスカッション、ディベート、グループワーク等の実施 
※ 基礎的な知識、技能を習得させ、これを活用して課題を解決させる。 

 

練三だより 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生活指導部の窓  ６月の生活目標「健康、安全に気を付けよう」 
○ふれあい（いじめ防止強化）月間（６月１日～６月３０日） 

本校では、毎月、友達との関わりや自分自身のことについてのアンケートを実施し、いじめの「未然防止」

と「早期発見」に取り組み、いじめの「早期対応」に努めていきます。今月は、「いじめ防止アンケート」

を実施して、実態把握と未然防止のための取組を重点的に行います。 
保護者・地域の皆様と連携を図り、「いじめは絶対に許さない」学校づくりを目指していきたいと思い

ます。ご理解とご協力をお願いします。 
生活指導  深井 野枝 

～委員会について～ 
 今年度も委員会活動がスタートしました。昨年度はコロナ禍で今まで通りの活動ができず、戸惑う中での試

行錯誤の連続でした。今年度は昨年度をもとに、この状況の中でどのようにしたらよりよい活動ができるだろ

うと子供たちはよく考え工夫しています。みんなを活気づけるスローガン作りやシールなどを活用した挨拶運

動等をしている代表委員会。動画でも楽しめる内容の児童・体育等の集会。対面ではできないけれどポスター

や放送を活用して紹介や呼びかけをする図書や保健・給食・環境委員会。給食時、会話ができない分放送で楽

しませてくれる放送委員会。子供たちは現状を受け止め頑張っています。     特別活動  岡崎 真帆 

～水泳指導について～ 

６月２１日(月)から水泳指導が始まります。新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、安全を第一に、一人

でも多くの子供が水により慣れ親しみ、楽しく学習できるように取り組んでいきます。学校での水泳は、夏の

短い間しかできません。自分のめあてをもって学習してほしいと思います。 
水泳は、全身運動であり体力を高めるにはとてもよい運動です。また、泳ぐ楽しさを感じ、学年に応じた泳

力をつけることで、水の事故から身を守る力も付きます。できるだけ水泳学習に参加できるように、期間中は

健康管理に気を付け、栄養と睡眠をしっかりとるようにしてください。併せて、持ち物の準備や検温、プール

カードへの押印などご協力をお願いいたします。   
体育的行事委員会  西澤 弘一朗 

～読書旬間について～ 
６月は読書旬間です。放送で読書をもっと身近に感じることができるように働きかけたり、学校図書館で借

りられる本を３冊に増やしたりして、本に親しむ機会をつくっています。「ブックチャレンジ」もその一つで、

昨年度もこの取組を機にたくさん本を読む児童が増えました。 
 この機会を利用して、「普段は読まないけれど読んでみよう！」と新しい分野の本に挑戦してみるのもよい

と思います。また、好きな作家の本をとことん読み進めてみるのも楽しいことでしょう。ご家庭でも、子供た

ちのより豊かな心を育てるために、読書で心の栄養補給をしてみてはいかがでしょうか。 
 学力向上部会  斉藤 美涼 

～運動会のマスク着用について～ 
 練三小では新型コロナウイルス感染症対策として、マスクの常備着用を指導しています。また、外遊びや体

育時でも着用を基本としています。そして、激しい運動時や熱中症予防等で外す場合には、絶対におしゃべり

をしないことと指導しています。運動会時でも、同じ考えで進めますが、運動の内容や気温・湿度等で外す場

合もあることをご了承ください。 
体育的行事委員会  綿引 順平 

～お知らせについて～ 
 ６月より学校生活支援員が２名配置されます。主藤 麻美さんとヤスダニ 久美子さんです。主藤さんは、か

しわ学級 ヤスダニさんは、通常級の支援に入る予定です。 


